
先週６日(水)の着任式と始業式、７日(木)の入学式をもって、406名の生徒、38名の職員が揃い「新生玖島中学校」が
力強くも確かな一歩を踏み出しました。それぞれの式において、生徒代表が、優しくも温かい歓迎の言葉、清新で確かな決
意や抱負を述べました。この１年、全生徒と全職員が、一丸となって前へ進みます。「R4玖島ものがたり」の始まりです。

4/6（水）着任式 生徒代表 歓迎の言葉 ２年１組 浅井 尚人
先生方、ようこそ玖島中学校へ。玖島中学校の良いところを２つ紹介します。
１つ目は、活気のあるところです。生徒会の活動として、朝のあいさつ運動をはじめ、あいさつの活性化

を目指しています。２つ目は、校舎がきれいなところです。清掃活動では、生徒一人一人一生懸命掃除を
頑張ります。
先月の離任式で、お世話になった先生方と別れ、さびしい気持ちでしたが、本日、先生方とお会いでき

て、明るい気持ちになりました。これから先生方と、授業や行事に取り組むことを楽しみにしています。どう
ぞ、ご指導よろしくお願いします。

4/6（水）始業式 生徒代表 決意・抱負 ２年３組 永田 百合愛
私たちは、ちょうど１年前、この玖島中学校に入学しました。入学してまず驚いたのは、校舎の広さでした。しかし、そ

の校舎での生活にも慣れ、掃除なども隅々まで効率よく取り組めるようになりました。また、テストや行事に向けて目標
をもち、計画を立てて取り組む習慣も付いてきました。できることが増えた一方で、課題も見つかったと思います。
まずは、あいさつです。自分から進んであいさつをできる人もいますが、声が小さかったり、自分から進んでできなか

ったりする人も多いと感じます。２つ目は、時間を守ることです。移動教室では、チャイムが鳴る前に教室に着くことがで
きていますが、総務委員の声かけがないと２分前着席まではできていませんでした。３つ目は、積極性やリーダーシッ
プです。授業や行事の準備などの中で、得意な分野でも遠慮したり、苦手なことを人任せにしたりして、消極的な部分
があったなと思いました。
そこで、２年生として次のような目標で取り組みたいと思います。まず、あいさつについてです。あい

さつはコミュニケーションの基本だと思います。相手に聞こえる声でできるようになりたいと思います。
次に時間を守る意識です。時計を見て動く習慣を付けるだけでなく、その日の予定や見通しをもって生
活するようになりたいです。最後に積極性やリーダーシップについてです。周りの人や状況を見て、考
えて動く習慣を付けていきたいです。
今年は先輩と呼ばれる学年にもなります。三年生を支えながら、後輩たちを引っ張っていくつもりで、

何事も全力で取り組み、さらに成長していきたいです。

4/6（水）始業式 生徒会代表 決意・抱負 ３年３組 田中 来未
今日から新しい学年、新しい学級での生活が始まります。みなさんは、この日が来るのを楽しみにしていたと思いま

す。いよいよ明日１年生が入学します。２年生は今まで先輩の背中を見てきた学年から、３年生を支え、１年生の良き手
本となる中堅学年になります。３年生を縁の下の力持ちのように支え、１年生をリードしてほしいと思います。ですから、
２年生全体が一致団結してより良い学年になる努力をする必要があります。
３年生は、この玖島中学校の最高学年として後輩たちを引っ張っていけるように今までの学校生活

や態度を見直しましょう。
また、３年生は、今年から受験生になります。自分の希望する進路を実現できるように、日々の授業

や定期テスト、受験勉強などをあきらめずに最後までやり抜きましょう。
そんな新体制の玖島中には、ある共通した１つの課題があります。それはあいさつです。修了式で

の生徒会長あいさつにも同じような話がありました。生徒全員であいさつを今までよりも、もっと活性化
させましょう。

4/6（水）始業式 生徒代表 決意・抱負 ３年１組 林 伊吹
僕は３年生でやり遂げたいことが２つあります。１つ目は、地域活性化に貢献するということです。僕たち３年生は総合

的な学習の時間で「起業家体験学習」を行っています。そしてついこの前、起業する会社を決めるコンペティションが行
われ、大村地区、鈴田地区、三浦地区で５つの班が起業することになりました。そのコンペティションの後、自分がどの
会社に入り、どの部署に入りたいかを決めるアンケートがあり、その結果、僕はカレンダーを作る会社の副社長になりま
した。僕は社長や社員のみんなを支えていこうと思いました。そして、早速経営理念と会社名を考えましたが、まだ決ま
っていません。経営理念と会社名が一番大事だと思うので、早く決めたいです。そして、ここから株主総会や商品開発
があり、大変ですが大村のため、玖島のために地域貢献できるように頑張りたいです。

２つ目は、可能な限りたくさんの思い出をつくるということです。体育大会や合唱コンクールなど様々
な行事がありますが、それ以外にもたくさんの思い出をつくりたいと思います。と言うのも、この仲間で
過ごすのも後１年だからです。例えば、「授業中に先生に怒られた」や「昼休みにみんなで遊んだ」な
ど、本当にささいな事でもいいので、最後には中学校生活が楽しかったと思えるように思い出をつくっ
ていきたいです。３年生のみなさん。これから受験勉強など忙しいですが、みんなで一丸となって受験
を乗り越え、最後の学校生活を充実したものにしましょう。
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